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　このニュースは、手配りと白
馬村村内のみ新聞折込を行って
きましたが、この号から、新聞
折込を通じて、小谷村の皆様に
お届けすることとなりました。
不定期の発行（およそ月に 1 回
は発行）ですが、よろしくお願
いいたします。
　地域のごみの問題を、一緒に
考えていきましょう！
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04/26 連絡協議会発足　白紙撤回署名活動を確認
05/23 北アルプス広域連合議会へ白紙撤回の陳情書
07/18 第 1回ミニ勉強会「用地選定過程について」
07/20 一次署名簿提出。村内：3,831 筆（全村民の 41%)、村外署名 11,422 筆、合計 15,253 筆
08/20 新ごみ処理施設建設計画に関する連合議員懇談会開催の要望書 
08/20 北アルプス広域連合議会へ再度の白紙撤回陳情書、2巡目の説明会を求める陳情書提出
08/30 白馬村議会に白紙撤回の陳情書を提出
09/02 ステッカー頒布始める（現在まで100 枚）
09/07 「建設計画の正当性を問う（第 1部）」「広域連合の用地選定過程を検証する」発表 
09/09 ニュース11号 ( 用地選定委員会に住民が入る予算が組まれていた！) 
09/11 ニュース12号 ( 未公開の打合せ会議で飯森は決まっていた？！）
09/13 第 2回ミニ勉強会　「建設計画の正当性を問う（第 2部）」「用地選定過程の問題点についてⅡ」
09/14 北アルプス広域連合議会 8月定例会　第 1日討論を傍聴 
09/14 「建設計画の正当性を問う（第２部）・用地選定過程の問題点についてⅡ」 を発表
09/17 「用地選定過程の問題点について　Ⅱ」と資料集を公開
09/18 第 2次署名提出　村内署名 3,979 筆（全村民の 43%)、村外署名 13,676 筆、合計 17,655 筆（累計）
 ※別途、エコーランド区民が提出した約 200 筆があります。　署名は続行中です！

09/19 深空南村有志が6月28日に出した白紙撤回陳情が、白馬村議会総務社会委員会で継続審査になる
 （陳情要旨：「いこいの杜」契約更新を来年に控える中、新ゴミ処理施設による大気、いこいの杜、
 　田畑、農作物の汚染や、それに伴う風評被害が心配されます。
 　施設近隣での生活者、「いこいの杜」の地権者として、白紙撤回を強く要望）
 
09/19 白紙撤回の陳情が継続審査になる（白馬村議会総務社会委員会）
09/23 「住民監査請求」の内容と結果を公開 
09/28 候補地・飯森の「予備調査」に反対する意見書 (広域連合長 ) 
09/28 署名簿提出の際の村長の「暴言」に抗議する、住民投票条例制定の要望書 (村長へ ) 
10/01 公開質問状 (広域連合長へ上田誠さん )
10/07 ニュース13号（観光客 250 名へのアンケート結果）
10/07 「白馬に来られた観光客の皆様へのアンケート」集計結果公開
10/09 公開質問状 9 月議会での村長の答弁について、「地区住民懇談会」は、ごみ問題の説明会だったのか（村長へ）
10/15 連合議会ごみ処理広域化特別委員との懇談会
10/16 太田村長への公開質問状（続）（村長へ）・白馬村村議への陳情を「却下」した議員の皆さんに訴える（議長へ）
10/25 「建設計画の即時中止を」題する質問と提言を、広域連合長へ行った 

●活動の概要

●今までの主な活動（他団体・行政も一部含む）

・10/27-28　第4回白馬環境ウィーク（会場：白馬五竜エスカルプラザ）開催
　白馬エココンテストの授賞発表や「観光と環境～白馬山麓の活性化」など
・第37回白馬村文化祭（ウイング21）
　ゴミ＆エコ関連のブース多数（本協議会、行政など）出展
・「生ごみ堆肥化工場」への見学会（11月下旬）企画中！（ごみ連協主催）　
　白馬村行政・議会・住民等で見学に行こう！

●ゴミ・エコ関連のイベント＆ニュース（他団体・行政も含む）

■ごみ処理対策を推進するには、下図のような行政と住民及び収集業者等が
　一体となった体制で考える必要があるのでは？

ごみ減量プロジェクト

ごみ分別推進チーム

・行政　　・専門家
・住民代表・業者代表

・ボランティア
・業者

・ごみ処理施策の立案と推進
・分別要領の立案

＜組織＞ ＜構成メンバー＞ ＜推進内容＞

・分別の指導
・問題点の抽出と処理
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　北アルプス広域連合が進める「新ゴミ処理施設」

（H22 稼働予定／候補地：白馬村飯森）は、多くの住民

が疑問を持ち納得ができないまま、進められようとし

ています。これまで、署名活動や行政の手続き上の問

題点の指摘を行ってきましたが（問題が多すぎて、そ

うせざるを得なかった）、ようやく白紙撤回（棚上げ・

一時凍結）後に、どのようにごみ処理の問題を解決し

ていくかの 1 つの提案をこの紙面で行う事ができま

した。

　この問題は、新しい施設完成時の「住民のゴミの出

し方」から、少なくとも 20 数年後の「ごみ処理のあり

方」「地域の自然環境・生活環境」に関係する問題なの

です。今、行政が進めようとしている方法が一番適切

なのでしょうか？　関わるすべての住民が納得し「こ

れは！ベスト！（ベター）」ということを考えていきま

せんか！？

燃やすゴミが少なくなっら、焼却場はどうすると思いますか？
燃やす量が一定以上でないと困るので
わざわざ、他からゴミを集め、リサイクルに回すべきものまで燃やすようになります。


